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解
説
・

鈴
木
　
一
駿

）

総
務
省
自
治
行
政
局	

行
政
課
行
政
第
二
係
長

（

知
」
と
い
う
。）
を
発
出
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
ま
ん
延
防
止
の
観
点
な
ど
か
ら
、
委
員

会
の
開
催
場
所
へ
の
参
集
が
困
難
と
判
断
さ
れ
る
実

情
が
あ
る
場
合
に
、
映
像
と
音
声
の
送
受
信
に
よ
り

相
手
の
状
態
を
相
互
に
認
識
し
な
が
ら
通
話
を
す
る

こ
と
が
で
き
る
方
法
（
以
下
「
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る

方
法
」
と
い
う
。）
を
活
用
し
て
委
員
会
を
開
催
す

る
こ
と
も
差
し
支
え
な
い
旨
を
示
し
た
。

ま
た
、
各
議
会
に
お
け
る
委
員
会
へ
の
オ
ン
ラ
イ

ン
出
席
の
検
討
に
資
す
る
よ
う
、
令
和
２
年
７
月
に

は
、
委
員
会
へ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
出
席
に
当
た
り
、
議

事
の
公
開
の
方
法
や
議
員
の
自
由
な
意
思
表
明
の
確

保
等
に
関
し
留
意
す
べ
き
事
項
を
ま
と
め
た
「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
係
る
地
方
公
共
団

体
に
お
け
る
議
会
の
委
員
会
の
開
催
方
法
に
関
す
る

Ｑ
＆
Ａ
に
つ
い
て
」（
令
和
２
年
７
月
16
日
総
行
行

第
１
８
０
号
総
務
省
自
治
行
政
局
行
政
課
長
通
知
）

を
発
出
し
、
さ
ら
に
、
令
和
４
年
６
月
に
は
、
参
考

人
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
方
法
で
意
見
聴
取
を
行

１　

は
じ
め
に

令
和
２
年
１
月
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

が
国
内
で
初
め
て
確
認
さ
れ
、
そ
の
後
、
感
染
経
路

の
不
明
な
患
者
の
増
加
し
て
い
る
地
域
が
散
発
的
に

発
生
し
、
一
部
の
地
域
で
感
染
拡
大
が
見
ら
れ
て
き

た
こ
と
か
ら
、
同
年
３
月
26
日
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法（
平
成
24
年
法
律
第
31
号
）

第
15
条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
、
同
年
４
月

７
日
に
は
、同
法
第
32
条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

埼
玉
県
、
千
葉
県
、
東
京
都
、
神
奈
川
県
、
大
阪
府
、

兵
庫
県
及
び
福
岡
県
の
７
都
府
県
を
対
象
に
、
緊
急

事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
状
況
に
あ
っ
て
も
、
住
民
の
代
表
機
関

で
あ
る
地
方
議
会
は
、
二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う

存
在
と
し
て
、
住
民
の
多
様
な
声
を
聞
き
、
広
い
見

地
か
ら
地
域
社
会
の
在
り
方
を
議
論
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
地
方
議
会
の

委
員
会
を
ウ
ェ
ブ
会
議
等
を
活
用
し
て
開
催
す
る
こ

と
を
検
討
す
る
地
方
公
共
団
体
が
あ
り
、
そ
の
実
施

の
可
否
に
つ
い
て
、
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
総
務
省
に
お
い
て
は
、「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
係
る
地
方
公
共
団
体
に

お
け
る
議
会
の
委
員
会
の
開
催
方
法
に
つ
い
て
」（
令

和
２
年
４
月
30
日
総
行
行
第
１
１
７
号
総
務
省
自
治

行
政
局
行
政
課
長
通
知
。
以
下
「
令
和
２
年
４
月
通

行
政
通
知
の
読
み
方
・
使
い
方

連
載

第
32
回
連
載

第
32
回

この連載では、自治体法務に
関わる行政通知を取り上げ、
通知の発出元に、発出の背景
や読み方、使い方などを解説
していただきます。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
等
に
係
る
地
方
公
共
団
体
に

お
け
る
議
会
の
開
催
方
法
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ
に
つ
い
て

）

（
令
和
５
年
２
月
７
日
総
行
行
第
40
号
、
各
都
道
府
県
総
務
部
長
、
各
都
道
府
県
議
会
事
務
局
長
、

各
指
定
都
市
総
務
局
長
、
各
指
定
都
市
議
会
事
務
局
長
宛
、
総
務
省
自
治
行
政
局
行
政
課
長
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う
こ
と
は
差
し
支
え
な
い
旨
を
示
し
た
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
係
る
地
方
公
共
団
体
に

お
け
る
議
会
の
委
員
会
等
の
開
催
方
法
に
関
す
る
Ｑ

＆
Ａ
に
つ
い
て
」（
令
和
４
年
６
月
10
日
総
行
行
第

１
６
１
号
総
務
省
自
治
行
政
局
行
政
課
長
通
知
）
を

発
出
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
の
後
、
令
和
４
年
１
月
に
発
足
し
た
第
33
次
地

方
制
度
調
査
会
に
お
い
て
、デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展
や
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
で
直
面
し
た
課

題
等
を
踏
ま
え
、
国
と
自
治
体
及
び
自
治
体
相
互
間

の
関
係
な
ど
に
つ
い
て
の
諮
問
を
受
け
、
こ
の
諮
問

に
沿
っ
た
審
議
項
目
に
基
づ
い
て
調
査
審
議
が
進
め

ら
れ
る
と
と
も
に
、
全
国
都
道
府
県
議
会
議
長
会
、

全
国
市
議
会
議
長
会
及
び
全
国
町
村
議
会
議
長
会
か

ら
の
要
望
を
踏
ま
え
、
地
方
議
会
の
位
置
付
け
や
議

員
の
職
務
の
明
確
化
、
多
様
な
層
の
住
民
の
議
会
へ

の
参
画
に
つ
な
が
る
環
境
整
備
な
ど
地
方
議
会
の
在

り
方
に
つ
い
て
も
調
査
審
議
が
進
め
ら
れ
た
。

本
調
査
会
に
お
い
て
、
多
様
な
人
材
が
参
画
し
住

民
に
開
か
れ
た
地
方
議
会
の
実
現
に
向
け
、
オ
ン
ラ

イ
ン
の
活
用
に
つ
い
て
積
極
的
な
議
論
が
行
わ
れ
た

こ
と
を
踏
ま
え
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
等
に
係
る
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
議
会
の
開

催
方
法
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ
に
つ
い
て
」（
令
和
５
年

２
月
７
日
総
行
行
第
40
号
総
務
省
自
治
行
政
局
行
政

課
長
通
知
。
以
下「
令
和
５
年
２
月
通
知
」と
い
う
。）

を
発
出
し
、
い
わ
ゆ
る
一
般
質
問
に
つ
い
て
は
、
そ

の
形
式
に
つ
い
て
法
律
の
定
め
が
な
い
こ
と
か
ら
、

定
足
数
を
満
た
し
本
会
議
が
成
立
し
て
い
る
場
合

に
、
会
議
規
則
等
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
出
席

が
困
難
な
事
情
を
抱
え
る
欠
席
議
員
が
オ
ン
ラ
イ
ン

で
行
う
こ
と
も
可
能
で
あ
る
こ
と
等
に
つ
い
て
、
助

言
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
現
行
の
制
度
に
触
れ
つ
つ
、
令
和
５

年
２
月
通
知
に
つ
い
て
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

な
お
、
本
稿
中
意
見
に
わ
た
る
部
分
に
つ
い
て
は
、

筆
者
の
私
見
で
あ
る
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
お
断
り
し

て
お
く
。

２　

現
行
制
度
の
概
要

地
方
議
会
の
委
員
会
に
つ
い
て
は
、
地
方
自
治
法

（
昭
和
22
年
法
律
第
67
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）

第
１
０
９
条
第
９
項
に
お
い
て
、「
前
各
項
に
定
め

る
も
の
の
ほ
か
、
委
員
の
選
任
そ
の
他
委
員
会
に
関

し
必
要
な
事
項
は
、
条
例
で
定
め
る
」
と
さ
れ
て
お

り
、
定
足
数
や
表
決
に
関
す
る
規
定
に
つ
い
て
も
、

同
項
に
基
づ
き
、
各
地
方
公
共
団
体
の
条
例
で
定
め

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
各
団
体
の
条
例
等
に
つ

い
て
必
要
な
措
置
を
講
じ
た
上
で
、
委
員
会
に
オ
ン

ラ
イ
ン
で
出
席
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。

他
方
、
本
会
議
に
つ
い
て
は
、
定
足
数
に
つ
い
て
、

法
第
１
１
３
条
に
お
い
て
、「
普
通
地
方
公
共
団
体

の
議
会
は
、
議
員
の
定
数
の
半
数
以
上
の
議
員
が
出

席
し
な
け
れ
ば
、
会
議
を
開
く
こ
と
が
で
き
な
い
」

と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
表
決
に
つ
い
て
、
法

第
１
１
６
条
第
１
項
に
お
い
て
、「
普
通
地
方
公
共

団
体
の
議
会
の
議
事
は
、
出
席
議
員
の
過
半
数
で
こ

れ
を
決
し
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
規
定

す
る
「
出
席
」
は
、
現
に
議
場
に
い
る
こ
と
と
解
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
在
、
本
会
議
に
オ
ン
ラ
イ

ン
で
出
席
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

３　

本
会
議
の
一
般
質
問
に
お
け
る
オ
ン
ラ

イ
ン
の
活
用
等
に
つ
い
て

（
１
）
地
方
制
度
調
査
会
に
お
け
る
議
論
に
つ
い
て

第
33
次
地
方
制
度
調
査
会
に
お
い
て
は
、
地
方
議

会
に
お
け
る
オ
ン
ラ
イ
ン
の
活
用
に
つ
い
て
積
極
的

な
議
論
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
上
で
、
昨
年
12
月
に
総

理
に
提
出
さ
れ
た
「
多
様
な
人
材
が
参
画
し
住
民
に

開
か
れ
た
地
方
議
会
の
実
現
に
向
け
た
対
応
方
策
に

関
す
る
答
申
」
で
は
、
議
会
へ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
出
席

に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
提
言
さ
れ
て
い
る
。

多
様
な
人
材
が
参
画
し
住
民
に
開
か
れ
た
地
方
議

会
の
実
現
に
向
け
た
対
応
方
策
に
関
す
る
答
申

（
抜
粋
）

第
５　

議
会
の
デ
ジ
タ
ル
化

１　

議
会
へ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
出
席
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議
会
へ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
出
席
に
関
し
、

委
員
会
に
つ
い
て
は
、
地
方
自
治
法
上
、
委
員
会

に
関
し
必
要
な
事
項
は
条
例
で
定
め
る
と
さ
れ
て

お
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ま
ん
延

防
止
等
の
観
点
か
ら
、
条
例
改
正
等
の
措
置
を
講

じ
た
上
で
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
り
出
席
す
る
こ
と
は

可
能
で
あ
る
と
解
さ
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
本
会

議
に
つ
い
て
は
、
地
方
自
治
法
上
、
議
決
や
定
足

数
の
要
件
と
し
て
「
出
席
」
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

こ
の
「
出
席
」
は
現
に
議
場
に
い
る
も
の
と
解
さ

れ
て
い
る
。

委
員
会
へ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
出
席
の
事
例

は
ま
だ
限
定
的
で
あ
る
が
、
感
染
症
の
ま
ん
延
や

災
害
の
発
生
等
の
緊
急
時
に
審
議
を
行
え
る
こ
と

や
、
育
児
・
介
護
等
の
事
情
に
よ
り
議
場
に
来
る

こ
と
が
困
難
な
者
も
審
議
に
参
加
で
き
る
よ
う
に

な
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
一

方
で
、
表
決
の
際
の
賛
否
確
認
や
、
通
信
が
途
切

れ
た
場
合
の
取
扱
い
等
に
つ
い
て
課
題
も
指
摘
さ

れ
て
い
る
。

本
会
議
へ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
出
席
に
つ
い

て
は
、
多
様
な
人
材
の
議
会
へ
の
参
画
に
途
を
開

く
観
点
等
か
ら
、
こ
れ
を
可
能
と
す
べ
き
で
あ
る

と
の
意
見
が
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、

・	

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
出
席
を
例
外
的
な
取
扱

い
と
せ
ず
、
事
由
を
問
わ
ず
幅
広
く
オ
ン
ラ

イ
ン
に
よ
る
出
席
を
可
能
と
す
る
考
え
方

が
あ
る
一
方
、
あ
く
ま
で
現
に
議
場
に
い
る
と
い

う
意
味
で
の
出
席
を
原
則
と
し
た
上
で
、

・	

育
児
・
介
護
中
の
者
や
障
害
者
、
妊
産
婦
等

の
議
場
に
来
る
こ
と
が
困
難
な
者
の
議
会
へ

の
参
画
に
途
を
開
く
観
点
か
ら
、
個
人
の
事

情
を
含
め
て
、
現
在
、
会
議
規
則
で
欠
席
が

認
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
正
当
な
事
由
が
あ

る
場
合
に
は
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
出
席
を
可

能
と
す
る
考
え
方

・	

大
規
模
災
害
、
感
染
症
の
ま
ん
延
等
に
際
し

て
議
会
機
能
を
維
持
す
る
観
点
か
ら
、
現
に

議
場
に
い
る
と
い
う
意
味
で
の
出
席
が
困
難

な
事
態
が
生
じ
た
際
に
、
議
会
機
能
を
維
持

す
る
た
め
に
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
オ
ン
ラ

イ
ン
に
よ
る
出
席
を
可
能
と
す
る
考
え
方

が
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
引
き
続
き
、
出
席
に
つ
い

て
は
現
に
議
場
に
い
る
こ
と
を
前
提
に
し
つ
つ
、

議
決
と
議
決
以
外
の
議
事
で
定
足
数
の
要
件
を
分

け
、
後
者
に
つ
い
て
は
過
半
数
の
要
件
を
緩
和
す

る
こ
と
に
よ
り
、
出
席
で
は
な
い
位
置
付
け
で
、

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
り
参
加
す
る
こ
と
を
可
能
と
す

る
考
え
方
も
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
国
会
に

お
け
る
取
扱
い
の
状
況
も
参
考
と
し
つ
つ
、
丁
寧

な
検
討
を
進
め
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

同
時
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
出
席
を
可
能
と

す
る
場
合
、
本
人
確
認
を
ど
の
よ
う
に
行
う
か
、

住
民
に
対
す
る
議
事
の
公
開
を
ど
の
よ
う
に
行
う

か
、
特
定
の
第
三
者
に
よ
る
関
与
が
な
い
こ
と
を

ど
の
よ
う
に
担
保
す
る
か
と
い
っ
た
点
に
関
し
、

現
に
議
場
に
い
る
と
い
う
意
味
で
の
出
席
と
同
様

の
環
境
を
ど
の
よ
う
に
確
保
す
る
か
、
ま
た
、
各

議
会
に
お
い
て
現
実
に
そ
の
よ
う
な
環
境
を
整
備

す
る
こ
と
が
可
能
か
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
際
に
は
、
一
部
の
団
体
で
取
組
が
始
ま
っ
て

い
る
委
員
会
へ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
出
席
に
お

い
て
生
じ
た
課
題
や
そ
の
対
応
等
の
検
証
も
行
う

べ
き
で
あ
る
。

地
方
制
度
調
査
会
の
議
論
で
は
、
本
会
議
へ
の
オ

ン
ラ
イ
ン
出
席
に
つ
い
て
、
育
児
・
介
護
等
の
事
情

に
よ
り
議
場
に
来
る
こ
と
が
困
難
な
者
も
審
議
に
参

加
で
き
る
よ
う
に
な
る
、
あ
る
い
は
、
大
規
模
災
害

や
感
染
症
の
ま
ん
延
等
、
議
場
に
来
る
こ
と
が
困
難

な
緊
急
事
態
が
発
生
し
た
場
合
で
も
議
会
機
能
を
維

持
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
点
で
、

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
の
意
見
が
あ
る
一
方
で
、
オ
ン

ラ
イ
ン
に
よ
る
出
席
を
可
能
と
す
る
場
合
、
特
定
の

第
三
者
に
よ
る
関
与
が
な
い
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
担

保
す
る
か
と
い
っ
た
点
に
関
し
、
現
に
議
場
に
い
る

と
い
う
意
味
で
の
出
席
と
同
様
の
環
境
を
ど
の
よ
う

に
確
保
す
る
か
等
の
意
見
も
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
議
論
を
踏
ま
え
て
、
現
在
の
法
律
の
規

定
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
本
会
議
の
一
般
質
問
に
お

け
る
オ
ン
ラ
イ
ン
の
活
用
が
可
能
で
あ
る
こ
と
等
に
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つ
い
て
、
助
言
通
知
を
発
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
２
）
令
和
５
年
２
月
通
知
の
内
容
に
つ
い
て

令
和
５
年
２
月
通
知
で
は
、
本
会
議
の
一
般
質
問

に
お
け
る
オ
ン
ラ
イ
ン
の
活
用
等
に
つ
い
て
、
質
疑

応
答
の
形
式
で
考
え
方
を
示
し
て
い
る
。

問　

本
会
議
に
出
席
が
困
難
な
事
情
を
抱
え
る
議

員
が
お
り
、
欠
席
事
由
に
該
当
す
る
場
合
、
議

場
に
出
席
し
て
い
る
議
員
数
が
定
足
数
を
満
た

し
て
い
れ
ば
、
議
場
に
い
な
い
欠
席
議
員
が
オ

ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
方
法
で
執
行
機
関
に
対
し
質

問
を
行
う
こ
と
は
可
能
か
。

ま
ず
、
本
通
知
は
、
従
来
の
「
出
席
」
の
解
釈
を

変
更
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
留
意
が
必
要
で
あ

る
。
本
通
知
で
は
、「
本
会
議
に
お
い
て
団
体
意
思

を
最
終
的
に
確
定
さ
せ
る
上
で
、
議
員
本
人
に
よ
る

自
由
な
意
思
表
明
は
、
疑
義
の
生
じ
る
余
地
の
な
い

形
で
行
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
」
と
し
て
、
法
第

１
１
３
条
や
第
１
１
６
条
が
「
出
席
」
を
求
め
た
趣

旨
を
改
め
て
述
べ
た
上
で
、「
議
場
に
出
席
し
て
い

る
議
員
数
が
同
条
に
規
定
す
る
定
足
数
を
満
た
し
て

い
る
場
合
は
、
本
会
議
を
開
く
こ
と
が
で
き
る
」
と

し
て
お
り
、
本
会
議
を
開
く
た
め
に
は
、
現
に
議
場

に
い
る
議
員
数
が
定
足
数
を
満
た
す
こ
と
が
必
要
と

い
う
点
は
、
こ
れ
ま
で
の
解
釈
と
変
わ
り
が
な
い
も

の
で
あ
る
。

ま
た
、
本
通
知
で
は
、「
議
員
が
欠
席
す
る
場
合

に
は
、
各
団
体
の
会
議
規
則
等
に
定
め
ら
れ
た
手
続

を
と
る
こ
と
が
必
要
」
と
し
て
い
る
。
欠
席
時
の
手

続
に
つ
い
て
は
、
法
律
上
の
規
定
は
な
く
、
各
団
体

が
法
第
１
２
０
条
に
基
づ
き
定
め
る
会
議
規
則
に
お

い
て
、
具
体
的
に
定
め
ら
れ
る
の
が
通
常
で
あ
る
。

全
国
都
道
府
県
議
会
議
長
会
が
定
め
て
い
る
標
準
都

道
府
県
議
会
会
議
規
則
で
は
、
欠
席
の
要
件
は
「
公

務
、
疾
病
、
出
産
、
育
児
、
介
護
そ
の
他
の
や
む
を

得
な
い
事
由
」
と
さ
れ
て
お
り
、
標
準
市
議
会
会
議

規
則
及
び
標
準
町
村
議
会
会
議
規
則
に
お
い
て
も
同

様
の
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

欠
席
が
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ら
の
要
件
に

該
当
す
る
必
要
が
あ
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
標
準
会

議
規
則
に
つ
い
て
は
、
女
性
を
含
め
た
多
様
な
層
の

住
民
が
よ
り
議
会
に
参
画
し
や
す
く
な
る
た
め
の
環

境
整
備
を
図
る
等
の
観
点
か
ら
、
令
和
３
年
に
改
正

さ
れ
、「
育
児
・
介
護
」
等
が
欠
席
事
由
と
し
て
明

文
化
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
前
提
の
下
で
、
本
通
知
は
、
欠
席
議

員
が
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
方
法
で
で
き
る
こ
と
の
範

囲
に
つ
い
て
解
釈
を
示
し
て
い
る
。

ま
ず
、
法
第
１
１
６
条
第
１
項
に
お
い
て
、
本
会

議
に
お
け
る
議
事
は
「
出
席
議
員
の
過
半
数
」
で
決

す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
表
決
は
議
員
が
議
場
に

お
い
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
表
決

に
対
す
る
賛
否
の
意
見
の
開
陳
と
し
て
行
わ
れ
る
討

論
や
、
表
決
・
討
論
の
前
提
と
し
て
議
題
と
な
っ
て

い
る
事
件
の
内
容
を
明
確
に
す
る
た
め
に
行
わ
れ
る

質
疑
は
、
議
員
が
議
場
に
お
い
て
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
、
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
に
該
当
す
る
発
言
を
、

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
方
法
で
行
う
こ
と
は
で
き
な
い

と
し
て
い
る
。

他
方
、
こ
れ
ら
に
該
当
せ
ず
、
団
体
の
事
務
全
般

に
つ
い
て
執
行
機
関
の
見
解
を
た
だ
す
趣
旨
で
の

「
質
問
」（
い
わ
ゆ
る
「
一
般
質
問
」）
に
つ
い
て
は
、

そ
の
形
式
に
係
る
法
律
の
定
め
は
な
く
、
各
団
体
の

会
議
規
則
等
に
定
め
ら
れ
た
手
続
に
基
づ
き
行
わ
れ

る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
各
団
体
に
お
い
て
会
議

規
則
等
の
改
正
な
ど
、所
要
の
手
続
を
講
じ
た
上
で
、

欠
席
議
員
が
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
方
法
で
「
質
問
」

を
す
る
こ
と
は
差
し
支
え
な
い
と
し
て
い
る
。
そ
も

そ
も
、「
質
問
」
は
、
各
団
体
の
会
議
規
則
等
に
定

め
ら
れ
た
手
続
に
基
づ
き
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、

会
議
規
則
等
に
お
い
て
「
文
書
質
問
」
を
制
度
化
し

て
い
る
団
体
も
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
（
※
）。
こ
の

点
か
ら
も
、「
質
問
」
は
、
議
員
が
必
ず
本
会
議
に

出
席
し
て
「
質
問
」
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も

の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、法
第
１
２
３
条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

本
会
議
に
つ
い
て
は
会
議
録
の
作
成
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
る
。
会
議
録
は
会
議
の
次
第
を
あ
り
の
ま
ま

に
記
録
し
て
お
く
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
議
員
が
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議
場
に
お
い
て
「
質
問
」
を
行
っ
た
場
合
と
同
様
、

欠
席
議
員
が
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
方
法
で
「
質
問
」

を
行
っ
た
場
合
で
も
、
そ
の
次
第
を
会
議
録
に
記
載

す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

※　

市
区
議
会
で
は
、令
和
３
年
12
月
31
日
現
在
で
、

１
１
４
団
体
に
お
い
て
文
書
質
問
制
度
を
導
入
し

て
い
る
（
全
国
市
議
会
議
長
会
「
令
和
４
年
度
市

議
会
の
活
動
に
関
す
る
実
態
調
査
結
果
」）。

問　

委
員
会
へ
の
出
席
が
困
難
な
事
情
が
あ
る
場

合
と
し
て
、
例
え
ば
、
災
害
の
発
生
や
、
育
児
・

介
護
等
の
事
由
を
も
っ
て
、
議
員
が
、
い
わ
ゆ

る
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
方
法
で
委
員
会
に
出
席

す
る
こ
と
は
可
能
か
。

法
第
１
０
９
条
第
９
項
に
お
い
て
、
委
員
会
に
関

し
必
要
な
事
項
は
条
例
で
定
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
踏
ま
え
、
災
害
の
発
生
や
、
育
児
・
介
護

等
を
含
め
、
委
員
会
へ
の
出
席
が
困
難
と
判
断
さ
れ

る
事
情
が
あ
る
場
合
に
も
、
各
団
体
の
条
例
や
会
議

規
則
等
に
つ
い
て
必
要
に
応
じ
て
改
正
等
の
措
置
を

講
じ
た
上
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
方
法
に
よ
り
、

委
員
会
に
出
席
す
る
こ
と
は
差
し
支
え
な
い
と
し
て

い
る
。

な
お
、
本
通
知
の
発
出
前
に
お
い
て
も
、
す
で
に
、

条
例
改
正
等
を
行
い
、
災
害
の
発
生
や
育
児
・
介
護

等
の
事
由
に
よ
り
、
委
員
会
へ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
出
席

を
可
能
と
し
て
い
る
団
体
も
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
一
方
で
、
令
和
２
年
４
月
通
知
は
、
オ
ン
ラ
イ

ン
に
よ
る
方
法
に
よ
り
委
員
会
に
出
席
す
る
こ
と
の

可
否
に
つ
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

ま
ん
延
防
止
の
観
点
か
ら
の
み
解
釈
が
示
さ
れ
て
い

た
こ
と
か
ら
、
地
方
制
度
調
査
会
に
お
け
る
議
論
を

踏
ま
え
、
改
め
て
、
委
員
会
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ま
ん
延
防
止
以
外
の
事
由

に
よ
っ
て
も
、
各
団
体
の
判
断
で
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ

る
方
法
で
の
出
席
が
可
能
で
あ
る
旨
を
明
確
化
し
た

も
の
で
あ
る
。

４　

お
わ
り
に

近
年
、
無
投
票
当
選
の
増
加
や
、
一
部
の
団
体
に

お
け
る
定
数
割
れ
の
発
生
な
ど
、
地
方
議
員
の
な
り

手
不
足
が
深
刻
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
中
に
お
い
て
、
地
方
議
会
の
デ
ジ
タ

ル
化
は
、
こ
れ
ま
で
議
会
に
参
画
す
る
こ
と
が
困
難

で
あ
っ
た
方
々
や
議
会
と
の
接
点
が
少
な
か
っ
た

方
々
に
対
し
、
情
報
発
信
を
充
実
す
る
観
点
や
議
会

へ
の
参
画
の
方
策
を
多
様
化
さ
せ
る
観
点
か
ら
重
要

で
あ
る
。
令
和
５
年
２
月
通
知
は
、
多
様
な
人
材
が

参
画
し
や
す
い
よ
う
議
会
運
営
を
柔
軟
化
さ
せ
る
方

策
の
一
つ
と
し
て
、
助
言
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

多
様
な
人
材
が
参
画
し
住
民
に
開
か
れ
た
地
方
議

会
の
実
現
に
向
け
た
取
組
と
し
て
は
、
本
通
知
で
解

説
し
た
議
会
審
議
へ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
の
活
用
の
み
な

ら
ず
、
様
々
な
方
策
が
考
え
ら
れ
る
。
第
33
次
地
方

制
度
調
査
会
の
答
申
で
は
、
多
様
な
人
材
の
参
画
を

前
提
と
し
た
議
会
運
営
と
し
て
、
例
え
ば
、
勤
労
者

等
が
議
会
に
参
画
し
や
す
く
な
る
よ
う
に
す
る
観
点

か
ら
、
夜
間
・
休
日
等
の
議
会
開
催
や
通
年
会
期
制

の
活
用
等
に
よ
り
柔
軟
に
会
議
日
程
を
設
定
す
る
こ

と
、
女
性
、
若
者
等
が
議
会
に
参
画
す
る
上
で
の
障

壁
を
除
去
す
る
た
め
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
の
た
め
の

相
談
窓
口
を
設
置
す
る
こ
と
等
の
重
要
性
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
が
、
各
議
会
に
お
い
て
、
先
進
事
例
を
参

考
に
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、
積
極
的
な
取
組
が

な
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。


